
令 和 ４ 年 ３ 月 定 例 会 議 事 日 程  

 

 

令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ２ 日 

午 後 １ 時 ３ ０ 分 開 会 

 

開     会 

第 １ 会 期 決 定 

第 ２ 会議録署名委員の指名 

第 ３ 前会会議録の承認 

第 ４ 教育長報告及び各課２月行事報告 

第 ５ 議 案 

    第７号議案 島原市教育方針及び島原市教育努力目標について 

第８号議案 第３期島原市教育振興基本計画について 

第９号議案 第２期島原市スポーツ推進計画について 

第10号議案 島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則 

第11号議案 島原市成長発育検診判定委員会設置要綱 

第12号議案 臨時代理の承認について（令和３年度一般会計補正 

予算第１５号） 

第13号議案 臨時代理の承認について（令和４年度一般会計当初 

予算） 

第14号議案 令和３年度稽古館奨励賞の交付について 

第 ６ 次回定例教育委員会日程 

第 ７ そ の 他 

（１）  報告事項 

①  ３月行事予定表 

（２）  その他 



 

 

 

 

 

 

島 原 市 教 育 委 員 会 
 

 

 

議 案 集 
 

 

 

 

 

第７号議案 島原市教育方針及び島原市教育努力目標について 

第８号議案 第３期島原市教育振興基本計画について 

第９号議案 第２期島原市スポーツ推進計画について 

第 10号議案 島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則 

第 11号議案 島原市成長発育検診判定委員会設置要綱 

第 12号議案 臨時代理の承認について（令和３年度一般会計補正予算第１５号） 

第 13号議案 臨時代理の承認について（令和４年度一般会計当初予算） 

第 14号議案 令和３年度稽古館奨励賞の交付について 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月２２日 定例会 
 
 
 
 

  



島 原 市 教 育 委 員 会 

議 案 集

第７号議案 島原市教育方針及び島原市教育努力目標について 

第８号議案 第３期島原市教育振興基本計画について 

第９号議案 第２期島原市スポーツ推進計画について 

第 10号議案 島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則 

第 11号議案 島原市成長発育検診判定委員会設置要綱 

第 12号議案 臨時代理の承認について（令和３年度一般会計補正予算第１５号）

第13号議案 臨時代理の承認について（令和４年度一般会計当初予算） 

第 14号議案 令和３年度稽古館奨励賞の交付について 

令和４年２月２２日 定例会 





第７号議案

島原市教育方針及び島原市教育努力目標について

島原市教育方針及び島原市教育努力目標を別紙のように定める。

令和４年２月２２日提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由

島原市教育方針及び島原市教育努力目標を定めるため、提出するもの

である。 
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【 別 紙 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島島原原市市教教育育方方針針  

  島原市の教育は、先人が築いた郷土の伝統と文化を継承し、人間尊重の精神と自

然に対する畏敬の念を重んじ、社会の変化に対応し世界の平和に貢献できる調和の

とれた市民の育成をめざす。 

 そのためには、噴火災害復興の体験から学んだ「生命・きずな・感謝の心」の精

神を引き継ぎ、郷土に誇りをもち、国を愛する心を育てるとともに、心豊かでたく

ましく生きる子どもたちの育成を図る。 

 学校、家庭、地域はそれぞれの役割を認識し、一体となって地域の教育力の向上

に努め、生涯を通じて学び続けることのできる社会の実現を図る。 

 とくに、教育に携わるものは、その責任と使命を自覚し、自らの識見を高めると

ともに、深い教育愛とすぐれた指導力を身に付け、本市教育の充実と発展に努めな

ければならない。  

島島原原市市教教育育努努力力目目標標  

○ 確かな学力、豊かな心、健やかな体を育成する学校教育の推進

○ 子どもから大人まで共に学び、幸福に満ちた地域をつくる生涯学習の推進

○ 心豊かでたくましく生きる島原っ子を育む家庭教育の推進

○ 伝統と文化を尊重し、郷土を愛する心を育む教育の推進

○ スポーツを通じた人づくり、地域づくりの推進

いのち 
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（参考：平成２４年度～令和３年度島原市教育方針及び島原市教育努力目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島島原原市市教教育育方方針針  

  島原市の教育は、先人が築いた郷土の伝統と文化を継承し、人間尊重の精神と自

然に対する畏敬の念を重んじ、社会の変化に対応し世界の平和に貢献できる調和の

とれた市民の育成をめざす。 

 そのためには、噴火災害復興の体験から学んだ「生命・きずな・感謝の心」の精

神を引き継ぎ、郷土に誇りをもち、国を愛する心を育てるとともに、心豊かでたく

ましく生きる子どもたちの育成を図る。 

 学校、家庭、地域はそれぞれの役割を認識し、一体となって地域の教育力の向上

に努め、生涯を通じて学び続けることのできる社会の実現を図る。 

 とくに、教育に携わるものは、その責任と使命を自覚し、自らの識見を高めると

ともに、深い教育愛とすぐれた指導力を身に付け、本市教育の充実と発展に努めな

ければならない。  

島島原原市市教教育育努努力力目目標標  

○ 確かな学力を身に付け、豊かな心の育成を図る学校教育の推進

○ たくましく生きるための健やかな体を育成する学校体育の推進

○ 子どもから大人まで共に学び合う生涯学習の推進

○ たくましい青少年の育成をめざす地域ぐるみの子育ての推進

○ 伝統と文化を重んじ、郷土や国を愛する心を育てる教育の振興

いのち 
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第８号議案

第３期島原市教育振興基本計画について

島原市教育振興基本計画を別冊のように策定する。

令和４年２月２２日提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由

教育基本法第１７条第２項の規定に基づき、島原市教育振興基本計画

を策定するため、提出するものである。 
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別紙 （参考資料）

教育基本法  抜粋

（教育振興基本計画）

第十七条    政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推

進を図るため、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講

ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、これを国

会に報告するとともに、公表しなければならない。

２    地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、

当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計

画を定めるよう努めなければならない。
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第９号議案

第２期島原市スポーツ推進計画について

島原市スポーツ推進計画を別冊のように策定する。

令和４年２月２２日提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由

スポーツ基本法第１０条第１項の規定に基づき、島原市スポーツ推進

計画を策定するため、提出するものである。 
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別紙 （参考資料）

スポーツ基本法  抜粋

（地方スポーツ推進計画）

第十条    都道府県及び市（特別区を含む。以下同じ。）町村の教育委

員会（地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第

百六十二号）第二十三条第一項の条例の定めるところによりその長がス

ポーツに関する事務（学校における体育に関する事務を除く。）を管理

し、及び執行することとされた地方公共団体（以下「特定地方公共団体」

という。）にあっては、その長）は、スポーツ基本計画を参酌して、そ

の地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画（以下「地方スポー

ツ推進計画」という。）を定めるよう努めるものとする。

２ 略
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第１０号議案 

島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則 

島原市立小・中学校処務規則（昭和５９年教育委員会規則第１号）の一部を次のよう

に改正する。 

第１条中「実施、」を「実施」に改める。 

第２条第１項中「第１５条」を「第２８条」に、「外」を「ほか」に改め、同項第２号中 

「卒業証書授与台帳」を「卒業者台帳」に改め、同項第４号中「含む」を「含む。」に改

め、同項第８号中「含む」を「含む。」に改め、同項第９号中「日誌・」を「日誌、」に

改め、同項第１１号中「一覧表・」を「一覧表、」に改め、同項第１３号中「その他」の

次に「島原市教育委員会（以下「市委員会」という。）が」を加え、同条第３項中「第１

５条」を「第２８条」に改める。 

第３条中「第２８条及び第５５条」を「第５８条及び第７９条」に、「様式第２号」を

「卒業証書（様式第２号）」に改める。 

第４条中「第１２条の４」を「第２５条」に、「様式第３号の１及び第３号の２」を 

「児童出席簿（様式第３号の１）又は生徒出席簿（様式第３号の２）」に改める。 

第５条中「児童・生徒」を「児童生徒」に、「島原市教育委員会（以下「市委員会」

という。）」を「市委員会」に、「様式第１号によって記載し、様式第４号の鑑を付す

るものとする」を「卒業者台帳に記載し、卒業者報告（様式第４号）を付さなければな

らない」に改める。 

 第６条中「第４２条および第５５条」を「第３４条」に、「様式第５号」を「就学猶

予（免除）願（様式第５号）」に改め、「及び」の次に「市委員会の指定する医師」を

加え、「その前年の１１月」を「就学義務を負うこととなる日の前年１１月」に、「そ

のつど」を「その都度」に改める。 

 第７条の見出し中「児童・生徒」を「児童生徒」に改め、同条中「児童・生徒」を「児

童生徒」に、「様式第６号」を「復学届（様式第６号）」に改める。 

 第８条中「第２８条第３項及び第４０条」を「第３７条第４項及び第４９条」に、「で

ある」を「とする」に改め、同条第７号中「児童・生徒」を「児童生徒」に改め、同条

第９号を削り、同条第１０号中「その他、」を「その他」に改め、同号を同条第９号と

する。 
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 第９条第２項中「出勤・出張・」を「出勤、出張、」に、「整理・」を「当該出席簿

を整理し、及び」に改め、同条第３項中「毎月５日」を「毎月１０日」に改める。 

 第１０条中「氏名・」を「氏名、」に、「ただし」を「この場合において」に、「の

場合は、」を「については、」に改める。 

第１１条第２項を削り、同条第３項中「第１項」を「前項」に、「教育長」を「教育

長の」に改め、同項を同条第２項とする。 

第１２条第１項中「出張中」を「職員は、出張中」に、「当たる」を「該当する」に、

「校長」を「上司」に改め、同項第３号中「天災地変」を「非常変災」に改め、同条第

２項中「職員は、」を削り、「校長」を「上司」に改める。 

第１３条第１号中「収受簿に、」を「収受簿に」に改め、同条第２号中「校長の指示

する職員が開封し」を「開封後」に改める。 

第１６条中「第１３条第２号」を「前条」に改める。 

 第１８条中「昭和２７年市教育委員会規則第３号」を「平成１７年教育委員会規則第

３４号」に改める。 

第１９条中「転任・」を「転任、」に、「校長」を「上司」に改める。 

第１９条の次に次の１条を加える。 

（統合型校務支援システム等により作成した様式の使用） 

 第２０条 第２条第１項第２号、第３条から第７条まで及び第９条第３項に規定する様

式は、市委員会が指定する統合型校務支援システム等により作成した様式をもって代える

ことができる。 

様式第１号から様式第７号までを次のように改める。 

 <次のよう 別紙> 

様式第８号を削る。 

  附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

令和４年２月２２日提出 

島原市教育委員会 

教育長  森本 和孝 

提案理由 

 島原市立小・中学校処務規則について、所要の整備を図るため、この規則を改正しよう

とするものである。 
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（第２条関係）
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（第３条関係）
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（第４条関係） 児童出席簿
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（
第

４
条

関
係

）
生

徒
出

席
簿
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（第５条関係）

18



（第６条関係）

教育長 様

19



復 学 届

（第７条関係）

20



（
第

９
条

関
係

）

21



（
第

1
0
号

議
案

関
係

）
 

島
原

市
立

小
・

中
学

校
処

務
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

則
 

新
旧

対
照

表
 

改
正

案
 

現
行

 
解

説
及

び
資

料
 

島
原

市
立

小
・

中
学

校
処

務
規

則
 

島
原

市
立

小
・

中
学

校
処

務
規

則
 

（
目
的
）
 

第
１

条
 

こ
の

規
則

は
、

島
原

市
立

小
・

中
学

校
（

以
下

「
学

校
」

と
い

う
。
）
に
お
け
る
、
学
校
教
育
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第
2
6
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
、
学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
2
8
年
政
令
第
3
4
0
号
。
以
下

「
施

行
令

」
と

い
う

。
）

及
び

学
校

教
育

法
施

行
規

則
（

昭
和

22
年

文

部
省

令
第

11
号

。
以

下
「

施
行

規
則

」
と

い
う

。
）

の
実

施
 

並
び

に

職
員

の
服

務
及

び
事

務
処

理
に

関
し

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

を

目
的
と
す
る
。
 

（
目
的
）
 

第
１

条
 

こ
の

規
則

は
、

島
原

市
立

小
・

中
学

校
（

以
下

「
学

校
」

と
い

う
。
）
に
お
け
る
、
学
校
教
育
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第
2
6
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
、
学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
2
8
年
政
令
第
3
4
0
号
。
以
下

「
施

行
令

」
と

い
う

。
）

及
び

学
校

教
育

法
施

行
規

則
（

昭
和

22
年

文

部
省

令
第

11
号

。
以

下
「

施
行

規
則

」
と

い
う

。
）

の
実

施
、

並
び

に

職
員

の
服

務
及

び
事

務
処

理
に

関
し

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

を

目
的
と
す
る
。
 

【
第

１
条

の
改

正
】

 

字
句

の
修

正
 

（
備

付
の

表
簿

及
び

そ
の

保
管

）
 

第
２

条
 

学
校

に
お

い
て

は
、
施

行
規

則
第

2
8
条

の
規

定
に

よ
る

表
簿

の
ほ

か
、

次
の

表
簿

を
備

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
１

)
学

校
沿

革
誌

(
２

)
卒

業
者

台
帳

（
様

式
第

１
号

）
 

(
３

)
教

育
課

程
関

係
つ

づ
り

(
４

)
人

事
関

係
書

類
つ

づ
り

（
辞

令
写

簿
を

含
む

。
）

(
５

)
各

種
命

令
簿

(
６

)
公

文
書

つ
づ

り

(
７

)
諸

願
届

書
つ

づ
り

(
８

)
校

地
校

舎
等

の
図

面
（

配
線

・
配

管
等

を
含

む
。

）

(
９

)
日

誌
、

諸
会

議
つ

づ
り

(
1
0
)

統
計

資
料

つ
づ

り

(
1
1
)

職
員

一
覧

表
、

学
校

要
覧

等

(
1
2
)

金
銭

に
か

か
わ

る
諸

帳
簿

(
1
3
)

そ
の

他
島

原
市

教
育

委
員

会
（

以
下
「

市
委

員
会

」
と

い
う

。
）

（
備

付
の

表
簿

及
び

そ
の

保
管

）
 

第
２

条
 

学
校

に
お

い
て

は
、
施

行
規

則
第

1
5
条

の
規

定
に

よ
る

表
簿

の
外

 
、

次
の

表
簿

を
備

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
１

)
学

校
沿

革
誌

(
２

)
卒

業
証

書
授

与
台

帳
（

様
式

第
１

号
）

(
３

)
教

育
課

程
関

係
つ

づ
り

(
４

)
人

事
関

係
書

類
つ

づ
り

（
辞

令
写

簿
を

含
む

 
）

(
５

)
各

種
命

令
簿

(
６

)
公

文
書

つ
づ

り

(
７

)
諸

願
届

書
つ

づ
り

(
８

)
校

地
校

舎
等

の
図

面
（

配
線

・
配

管
等

を
含

む
 

）

(
９

)
日

誌
・

諸
会

議
つ

づ
り

(
1
0
)

統
計

資
料

つ
づ

り

(
1
1
)

職
員

一
覧

表
・

学
校

要
覧

等

(
1
2
)

金
銭

に
か

か
わ

る
諸

帳
簿

(
1
3
)

そ
の

他

【
第

２
条

第
１

項
の

改
正

】
 

 
関

連
法

令
と

の
条

ず
れ

及
び

字
句

の
修

正
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改
正

案
 

現
行

 
解

説
及

び
資

料
 

が
特

に
指

定
す

る
も

の
 

 
特

に
指

定
す

る
も

の
 

２
 

（
略

）
 

２
 

（
略

）
 

３
 

施
行

規
則

第
2
8
条

第
１

項
第

３
号

に
規

定
す

る
履

歴
書

は
、
長

崎

県
教

育
委

員
会

の
用

い
る

様
式

の
例

に
よ

る
。

 

３
 

施
行

規
則

第
1
5
条

第
１

項
第

３
号

に
規

定
す

る
履

歴
書

は
、
長

崎

県
教

育
委

員
会

の
用

い
る

様
式

の
例

に
よ

る
。

 

【
第

２
条

第
３

項
の

改
正

】
 

関
連

法
令

と
の

条
ず

れ
を

修
正

 

（
卒

業
証

書
）

 

第
３

条
 

施
行

規
則

第
5
8
条

及
び

第
7
9
条

の
規

定
に

よ
り

、
校

長
が

授

与
す

る
卒

業
証

書
は

、
卒

業
証

書
（

様
式

第
２

号
）

に
よ

る
。

 

（
卒

業
証

書
）

 

第
３

条
 

施
行

規
則

第
2
8
条

及
び

第
5
5
条

の
規

定
に

よ
り

、
校

長
が

授

与
す

る
卒

業
証

書
は

、
様

式
第

２
号

 
 

 
 

 
 

に
よ

る
。

 

【
第

３
条

の
改

正
】

 

 
関

連
法

令
と

の
条

ず
れ

及
び

字
句

の
修

正
 

（
出

席
簿

の
様

式
）

 

第
４

条
 

校
長

が
施

行
規

則
第

2
5
条

 
 

の
規

定
に

よ
つ

て
作

成
す

べ
き

児
童

生
徒

の
出

席
簿

は
、

児
童

出
席

簿
（

様
式

第
３

号
の

１
）

又
は

生
徒

出
席

簿
（

様
式

第
３

号
の

２
）
に

よ
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

（
出

席
簿

の
様

式
）

 

第
４

条
 

校
長

が
施

行
規

則
第

1
2
条

の
４

の
規

定
に

よ
つ

て
作

成
す

べ
き

児
童

生
徒

の
出

席
簿

は
、
様

式
第

３
号

の
１

及
び

第
３

号
の

２

に
よ

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

 

い
。

 

【
第

４
条

の
改

正
】

 

 
関

連
法

令
と

の
条

ず
れ

及
び

字
句

の
修

正
 

（
全

課
程

修
了

者
の

報
告

等
）

 

第
５

条
 

施
行

令
第

2
2
条

の
規

定
に

よ
り

、
校

長
が

学
校

の
全

過
程

を

終
了

し
た

児
童

生
徒

 
の

氏
名

を
市

委
員

会

に
報

告
す

る
と

き
は

、
卒

業
者

台
帳

に
記

載

し
、

卒
業

者
報

告
（

様
式

第
４

号
）

を
付

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
全

課
程

修
了

者
の

報
告

等
）

 

第
５

条
 

施
行

令
第

2
2
条

の
規

定
に

よ
り

、
校

長
が

学
校

の
全

過
程

を

終
了

し
た

児
童

・
生

徒
の

氏
名

を
島

原
市

教
育

委
員

会
（

以
下
「

市

委
員

会
」
と

い
う

。
）
に

報
告

す
る

と
き

は
、
様

式
第

１
号

に
よ

つ

て
記

載
し

、
様

式
第

４
号

の
鑑

を
付

す
る

も
の

と
す

る
。

【
第

５
条

の
改

姓
】

 

字
句

の
修

正
 

（
就

学
義

務
の

猶
予

又
は

免
除

の
認

可
申

請
）

 

第
６

条
 

施
行

規
則

第
3
4
条

 
 

 
 

 
 

の
規

定
に

よ
り

、
保

護
者

が
就

学
義

務
の

猶
予

又
は

免
除

の
認

可
を

受
け

よ
う

と
す

る
と

き

は
、
就

学
猶

予
（

免
除

）
願
（

様
式

第
５

号
）
に

よ
る

保
護

者
の

願

書
及

び
市

委
員

会
の

指
定

す
る

医
師

そ
の

他
の

者
の

証
明

書
等

そ

の
事

由
を

証
す

る
に

足
る

書
類

を
添

え
、
就

学
の

義
務

を
負

う
こ

と

と
な

る
日

の
前

年
1
1
月

末
ま

で
に

市
委

員
会

に
願

い
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
期

日
以

後
に

お
い

て
、
そ

の
事

由
の

生
じ

た

と
き

は
、

そ
の

都
度

速
や

か
に

願
い

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
就

学
義

務
の

猶
予

又
は

免
除

の
認

可
申

請
）

 

第
６

条
 

施
行

規
則

第
4
2
条

お
よ

び
第

5
5
条

の
規

定
に

よ
り

、
保

護
者

が
就

学
義

務
の

猶
予

又
は

免
除

の
認

可
を

受
け

よ
う

と
す

る
と

き

は
、
様

式
第

５
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
に

よ
る

保
護

者
の

願

書
及

び
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
師

そ
の

他
の

者
の

証
明

書
等

そ

の
事

由
を

証
す

る
に

足
る

書
類

を
添

え
、

そ
の

前
年

の
1
1
月

 
 

末
ま

で
に

市
委

員
会

に
願

い
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
期

日
以

後
に

お
い

て
、
そ

の
事

由
の

生
じ

た

と
き

は
、

そ
の

つ
ど

速
や

か
に

願
い

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

【
第

６
条

の
改

正
】

 

 
関

連
法

令
と

の
条

ず
れ

及
び

字
句

の
修

正
 

（
前

条
に

よ
り

認
可

を
受

け
た

児
童

生
徒

 
の

事
由

消
滅

の
届

出
）

第
７

条
 

就
学

義
務

の
猶

予
又

は
免

除
の

認
可

を
受

け
た

児
童

生
徒

 

（
前

条
に

よ
り

認
可

を
受

け
た

児
童

・
生

徒
の

事
由

消
滅

の
届

出
）

第
７

条
 

就
学

義
務

の
猶

予
又

は
免

除
の

認
可

を
受

け
た

児
童
・
生

徒

【
第

６
条

の
改

正
】

 

 
字

句
の

修
正
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改
正

案
 

現
行

 
解

説
及

び
資

料
 

で
あ

つ
て

、
そ

の
事

由
が

消
滅

し
た

と
き

は
、
復

学
届
（

様
式

第
６

号
）
に

よ
り

、
保

護
者

は
そ

の
旨

を
速

や
か

に
市

委
員

会
に

届
け

出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

で
あ

つ
て

、
そ

の
事

由
が

消
滅

し
た

と
き

は
、

様
式

第
６

号
 

 
に

よ
り

、
保

護
者

は
そ

の
旨

を
速

や
か

に
市

委
員

会
に

届
け

出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
校

長
の

所
掌

事
項

）
 

第
８

条
 

法
第

3
7
条

第
４

項
及

び
第

4
9
条

に
規

定
す

る
校

長
の

校
務

所
掌

事
項

は
、

概
ね

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

(
１

)
所

属
職

員
の

指
揮

監
督

(
２

)
教

育
課

程
の

編
成

及
び

管
理

(
３

)
校

務
分

掌
の

設
定

(
４

)
教

職
員

の
勤

務
評

定
に

関
す

る
事

項

(
５

)
所

属
職

員
の

出
張

命
令

及
び

願
・

届
の

処
理

(
６

)
学

校
施

設
設

備
等

の
管

理

(
７

)
児

童
生

徒
 

の
賞

罰

(
８

)
学

校
の

財
務

に
関

す
る

事
項

(
９

)
教

職
員

の
宿

日
直

(
９

)
そ

の
他

 
校

務
及

び
所

属
職

員
に

関
す

る
事

項

（
校

長
の

所
掌

事
項

）
 

第
８

条
 

法
第

2
8
条

第
３

項
及

び
第

4
0
条

に
規

定
す

る
校

長
の

校
務

所
掌

事
項

は
、

概
ね

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

(
１

)
所

属
職

員
の

指
揮

監
督

(
２

)
教

育
課

程
の

編
成

及
び

管
理

(
３

)
校

務
分

掌
の

設
定

(
４

)
教

職
員

の
勤

務
評

定
に

関
す

る
事

項

(
５

)
所

属
職

員
の

出
張

命
令

及
び

願
・

届
の

処
理

(
６

)
学

校
施

設
設

備
等

の
管

理

(
７

)
児

童
・

生
徒

の
賞

罰

(
８

)
学

校
の

財
務

に
関

す
る

事
項

(
９

)
教

職
員

の
宿

日
直

(
1
0
)

そ
の

他
、

校
務

及
び

所
属

職
員

に
関

す
る

事
項

【
第

８
条

の
改

正
】

 

 
関

連
法

令
と

の
条

ず
れ

及
び

字
句

の
修

正
 

（
出

勤
簿

等
）

 

第
９

条
 

職
員

が
出

勤
し

た
と

き
は

、
自

ら
出

勤
簿

に
押

印
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
出

勤
簿

等
）

 

第
９

条
 

職
員

が
出

勤
し

た
と

き
は

、
自

ら
出

勤
簿

に
押

印
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

【
第

９
条

第
３

項
の

改
正

】
 

字
句

の
修

正
及

び
提

出
期

限
の

変

更
 

２
 

校
長

は
、

職
員

の
出
勤

、
出

張
、
休

暇
等

の
状
況

を
出

勤
簿
に

記
入

し
、
当
該
出
勤
簿
を
整
理
し
、
及
び
保
管
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

２
 

校
長

は
、

職
員

の
出
勤

・
出

張
・
休

暇
等

の
状
況

を
出

勤
簿
に

記
入

し
、
整
理
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

３
 

校
長

は
、
毎

月
1
0
日

ま
で

に
、
そ

の
前

月
分

の
職

員
勤

務
報

告
書

（
様

式
第

７
号

）
を

島
原

市
教

育
長
（

以
下
「

教
育

長
」
と

い
う

。
）

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

校
長

は
、
毎

月
５

日
ま

で
に

、
そ

の
前

月
分

の
職

員
勤

務
報

告
書

（
様

式
第

７
号

）
を

島
原

市
教

育
長

（
以

下
「

教
育

長
」

と
い

う
。

）

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

（
身

分
に

異
動

を
生

じ
た

場
合

の
届

出
）

 

第
1
0
条

 
職

員
は

、
氏

名
、

本
籍

等
身

分
に

異
動

を
生

じ
た

と
き

は
、

直
ち

に
、
校

長
を

通
じ

て
教

育
長

に
届

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
転

籍
又

は
改

氏
名

に
つ

い
て

は
、
戸

籍
謄

本
又

（
身

分
に

異
動

を
生

じ
た

場
合

の
届

出
）

 

第
1
0
条

 
職

員
は

、
氏

名
・

本
籍

等
身

分
に

異
動

を
生

じ
た

と
き

は
、

直
ち

に
、
校

長
を

通
じ

て
教

育
長

に
届

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

 
 

 
 

 
、
転

籍
又

は
改

氏
名

の
場

合
は

、
 

戸
籍

謄
本

又

【
第

1
0
条

の
改

正
】

 

字
句

の
修

正
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改
正

案
 

現
行

 
解

説
及

び
資

料
 

は
抄

本
を

添
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
は

抄
本

を
添

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
着

任
）

 

第
1
1
条

 
職

員
は

、
採

用
又

は
転

任
を

命
じ

ら
れ

た
と

き
は

、
発

令
の

日
か

ら
７

日
以

内
に

着
任

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
着

任
）

 

第
1
1
条

 
職

員
は

、
採

用
又

は
転

任
を

命
じ

ら
れ

た
と

き
は

、
発

令
の

日
か

ら
７

日
以

内
に

着
任

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

職
員

は
、

着
任

し
た

と
き

は
、

直
ち

に
着

任
届

（
様

式
第

８
号

）

を
、
新

採
用

者
に

あ
つ

て
は

、
別

に
履

歴
書

を
５

日
以

内
に

、
教

育

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

【
第

1
1
条

第
２

項
の

改
正

】
 

 
着

任
届

及
び

新
採

者
の

履
歴

書
の

提
出

に
関

す
る

規
定

を
削

除
 

２
 

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ

り
、
前

項
 

の
期

間
内

に
着

任
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
、
校

長
に

あ
つ

て
は

教
育

長
の

、
所

属
職

員

に
あ

つ
て

は
着

任
先

の
校

長
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

３
 

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ

り
、
第

１
項

の
期

間
内

に
着

任
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
、
校

長
に

あ
つ

て
は

教
育

長
 

、
所

属
職

員

に
あ

つ
て

は
着

任
先

の
校

長
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

【
第

1
1
条

第
３

項
の

改
正

】
 

 
字

句
の

修
正

及
び

項
番

号
の

繰
り

上
げ

 

（
出

張
）

 

第
1
2
条

 
職

員
は

、
出

張
中

次
の

事
項

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
、

直
ち

に
、

上
司

の
指

示
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
１

)
用

務
地

又
は

日
程

の
変

更
を

す
る

必
要

が
あ

る
と

き
。

(
２

)
病

気
そ

の
他

の
事

故
に

よ
っ

て
、
執

務
す

る
こ

と
が

で
き

な

い
と

き
。

 

(
３

)
非

常
変

災
の

た
め

、
旅

行
を

継
続

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

き
。

 

（
出

張
）

 

第
1
2
条

 
 

 
 

出
張

中
次

の
事

項
の

い
ず

れ
か

に
当

た
る

 
場

合

は
、

直
ち

に
、

校
長

の
指

示
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
１

)
用

務
地

又
は

日
程

の
変

更
を

す
る

必
要

が
あ

る
と

き
。

(
２

)
病

気
そ

の
他

の
事

故
に

よ
っ

て
、
執

務
す

る
こ

と
が

で
き

な

い
と

き
。

 

(
３

)
天

災
地

変
の

た
め

、
旅

行
を

継
続

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

き
。

 

【
第

1
2
条

の
改

正
】

 

 
字

句
の

修
正

 

２
 

 
 

 
 
出

張
用

務
を

終
つ

て
帰

校
し

た
と

き
は

、
復

命
書

に
よ

り
、
上

司
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
軽

易
な

事
項

に
つ

い
て

は
、

口
頭

で
復

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

職
員

は
、
出

張
用

務
を

終
つ

て
帰

校
し

た
と

き
は

、
復

命
書

に
よ

り
、
校

長
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
軽

易
な

事
項

に
つ

い
て

は
、

口
頭

で
復

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

（
文

書
の

収
受

及
び

配
付

）
 

第
1
3
条

 
学

校
に

到
着

し
た

文
書

及
び

物
件

は
、
校

長
の

指
示

す
る

職

員
が

収
受

し
、

次
の

各
号

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
１

)
親

展
文

書
は

、
親

展
文

書
収

受
簿

に
、
封

か
ん

の
ま

ま
登

載

し
、

校
長

又
は

あ
て

名
の

者
に

配
布

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

前
号

以
外

の
文

書
は

、
開

封
後

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、

文
書

件
名

簿
に

登
載

し
、
校

長
の

閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら

（
文

書
の

収
受

及
び

配
付

）
 

第
1
3
条

 
学

校
に

到
着

し
た

文
書

及
び

物
件

は
、
校

長
の

指
示

す
る

職

員
が

収
受

し
、

次
の

各
号

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
１

)
親

展
文

書
は

、
親

展
文

書
収

受
簿

に
、
封

か
ん

の
ま

ま
登

載

し
、

校
長

又
は

あ
て

名
の

者
に

配
布

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
前

号
以

外
の

文
書

は
、

校
長

の
指

示
す

る
職

員
が

開
封

し
、

文
書

件
名

簿
に

登
載

し
、
校

長
の

閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら

【
第

1
3
条

の
改

正
】

 

 
字

句
の

修
正
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改
正

案
 

現
行

 
解

説
及

び
資

料
 

な
い

。
 

な
い

。
 

（
電

話
又

は
口

頭
受

理
事

項
の

処
理

）
 

第
1
6
条

 
電

話
又

は
口

頭
に

よ
つ

て
受

理
し

た
事

項
で

重
要

と
認

め

る
も

の
は

、
電

話
又

は
口

頭
受

理
用

紙
に

、
そ

の
要

領
を

記
載

し
、

前
条

 
 

 
 

の
例

に
よ

り
処

理
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
電

話
又

は
口

頭
受

理
事

項
の

処
理

）
 

第
1
6
条

 
電

話
又

は
口

頭
に

よ
つ

て
受

理
し

た
事

項
で

重
要

と
認

め

る
も

の
は

、
電

話
又

は
口

頭
受

理
用

紙
に

、
そ

の
要

領
を

記
載

し
、

第
1
3
条

第
2
号

の
例

に
よ

り
処

理
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

【
第

1
3
条

の
改

正
】

 

 
字

句
の

修
正

 

（
公

印
の

押
印

等
）

 

第
1
8
条

 
学

校
に

お
け

る
公

印
の

押
印

、
保

管
等

に
つ

い
て

は
、
島

原

市
教

育
委

員
会

公
印

規
則

（
平

成
1
7
年

教
育

委
員

会
規

則
第

3
4
号

 

 
 
）

の
例

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

（
公

印
の

押
印

等
）

 

第
1
8
条

 
学

校
に

お
け

る
公

印
の

押
印

、
保

管
等

に
つ

い
て

は
、
島

原

市
教

育
委

員
会

公
印

規
則

（
昭

和
2
7
年

市
教

育
委

員
会

規
則

第
３

号
）

の
例

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

【
第

1
8
条

の
改

正
】

 

 
引

用
規

則
番

号
の

修
正

 

（
事

務
引

継
）

 

第
1
9
条

 
職

員
は

、
転

任
、
休

職
又

は
退

職
等

に
よ

り
、
そ

の
職

務
を

離
れ

る
と

き
は

、
事

務
引

継
書

に
よ

り
、
後

任
者

又
は

上
司

の
指

名

し
た

者
に

そ
の

事
務

を
引

き
継

が
な

け
れ

ば
ば

ら
な

い
。

た
だ

し
、

上
司

の
承

認
を

受
け

た
場

合
は

、
引

継
書

の
作

成
を

省
略

し
、
口

頭

で
引

継
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
事

務
引

継
）

 

第
1
9
条

 
職

員
は

、
転

任
・

休
職

又
は

退
職

等
に

よ
り

、
そ

の
職

務
を

離
れ

る
と

き
は

、
事

務
引

継
書

に
よ

り
、
後

任
者

又
は

校
長

の
指

名

し
た

者
に

そ
の

事
務

を
引

き
継

が
な

け
れ

ば
ば

ら
な

い
。

た
だ

し
、

校
長

の
承

認
を

受
け

た
場

合
は

、
引

継
書

の
作

成
を

省
略

し
、
口

頭

で
引

継
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
第

1
9
条

の
改

正
】

 

 
字

句
の

修
正

 

（
統

合
型

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

等
に

よ
り

作
成

し
た

様
式

の
使

用
）

第
2
0
条

 
第

2
条

第
1
項

第
2
号

、
第

3
条

か
ら

第
7
条

ま
で

及
び

第
9
条

第

3
項

に
規

定
す

る
様

式
は

、
市

委
員

会
が

指
定

す
る

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
等

に
よ

り
作

成
し

た
様

式
を

も
っ

て
代

え
る

こ
と

が

で
き

る
。

 

【
第

2
0
条

の
改

正
】

 

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ

り
、

学
校

が
作

成
す

る
文

書
の

様
式

に
関

す
る

規
定

を
新

設
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27 

第１１号議案 
島原市成長発育検診判定委員会設置要綱

（設置） 
第１条 島原市立各小中学校児童生徒の定期健康診断における成長発育一次検診の

充実を図り、二次検診対象児童生徒の健康管理に資するため、島原市成長発育検
診判定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（所掌事務） 
第２条  委員会は、次の事項について専門的な立場から検討し、協議する。 

（１）学校における成長発育一次検診の実施状況及び結果の把握
（２）二次検診対象児童生徒の精密検査や経過観察の指示等に関する専門的検討
（３）成長異常のある児童生徒に対して、判定結果に基づく受診の勧奨

（組織） 
第３条 委員会は、委員５人以内で組織する。 
２ 委員は、次の各号に掲げる者の中から教育委員会が委嘱または任命する。 

（１）島原市学校保健会
（２）島原市医師会学校保健担当
（３）島原市小児科医
（４）成長発育専門医

（委員の任期） 
第４条 委員の任期は１年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

（委員長及び副委員長） 
第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選により定める。
２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 
３ 副委員長は、会長を補佐し、委員長に事故のあるとき又は委員長が欠けたときは、 

その職務を代理する。 

（会議） 
第６条 委員会は、必要に応じて委員長が招集する。ただし、委員改選後最初に行わ

れる会議は教育長が招集する。 

（庶務） 
第７条 委員会の庶務は、島原市教育委員会学校教育課において処理する。

（その他）
第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が

会議に諮って定める。 

附 則 
この要綱は、告示の日から施行する。 

令和４年２月２２日提出 
島原市教育委員会 
教育長  森本 和孝 

提案理由 
島原市成長発育検診判定委員会を設置するため、この要綱を制定しようとするも

のである。 

え
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第１２号議案 

臨時代理の承認について 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理

させる規則（昭和３１年島原市教育委員会規則第６号）第４条第１項の

規定により、別紙のとおり教育委員会の権限事務を臨時に代理したので、

同条第２項の規定により報告し、承認を求める。 

令和４年２月２２日提出 

島原市教育委員会 

教育長 森本 和孝 

１．臨時代理の理由 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に 

代理させる規則第２条第１１号の議会の議決を経るべき議案の作成に

意見を申し出ることについて、緊急を要し、かつ、教育委員会の会議

を招集する時間的余裕がなかったため。 

２．臨時代理の内容 

 島原市一般会計補正予算第１５号 

３．臨時代理年月日 

令和４年２月１８日 
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臨 時 代 理 書 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理 

させる規則第２条第１１号の議会の議決を経るべき議案の作成に意見を

申し出ることについて、緊急を要し、かつ、教育委員会の会議を招集す

る時間的余裕がないので、同規則第４条第１項の規定により臨時に代理

する。 

令和４年２月１８日 

島原市教育委員会 

教育長 森本 和孝 

１．臨時代理の内容 

 別紙のとおり 

30



（別紙）

31
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款
項

事
　

業
　

名
事

業
費

1
0
款

2
項

円
円

円
円

①
＋

②
円

③
円

④
＋

⑤
円

円

R
4
年
3
月

1
5
号
補
正

教
育

費
小

学
校

費
（
臨

）
降

灰
防

除
事

業
1
5
9
,1

9
0
,0

0
0

1
5
9
,1

9
0
,0

0
0

1
5
9
,1

9
0
,0

0
0

1
5
9
,0

4
5
,0

0
0

1
0
5
,5

4
5
,0

0
0

5
3
,5

0
0
,0

0
0

0
1
4
5
,0

0
0

6
目

教
育

費
国

庫
補

助
金

8
目

教
育

債
1
節

小
学

校
費

補
助

金
1
節

小
学

校
債

1
細

節
学

校
施

設
環

境
改

善
交

付1
小

学
校

施
設

整
備

事
業

費

1
0
5
,
5
4
5
,
0
0
0
円

5
3
,
5
0
0
,
0
0
0
円

1
0
款

2
項

R
4
年
3
月

1
5
号
補
正

教
育

費
中

学
校

費
（
臨

）
降

灰
防

除
事

業
6
6
,9

2
6
,0

0
0

6
6
,9

2
6
,0

0
0

6
6
,9

2
6
,0

0
0

6
6
,7

8
1
,0

0
0

3
9
,3

8
1
,0

0
0

2
7
,4

0
0
,0

0
0

0
1
45

,0
0
0

6
目

教
育

費
国

庫
補

助
金

8
目

教
育

債
2
節

中
学

校
費

補
助

金
2
節

中
学

校
債

1
細

節
学

校
施

設
環

境
改

善
交

付1
細

節
中

学
校

施
設

整
備

事
業

費

3
9
,
3
8
1
,
0
0
0
円

2
7
,
4
0
0
,
0
0
0
円

2
1
款

 市
債

1
4
款

  
国

庫
支

出
金

1
4
款

  
国

庫
支

出
金

○
第
一
小
学
校
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
3
2

基 ○
第
三
小
学
校
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
3
0

基 ○
第
四
小
学
校
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
4
9

基 ○
大
三
東
小
学
校
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事

4
5
基

・
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
予
算
計
上
で

あ
り
、
年
度
内
の
工
期
が
不
足
し
完
成

が
見
込
め
な
い
た
め
。

・
補
助
率
：
対
象
経
費
(
設
計
費
＋
工

事
費
：
1
5
8
,
0
0
0
千
円
)
×
2
/
3
 
＋
 
事

務
費
1
%
：
計
上
額
は
内
示
額
)

○
有
明
中
学
校
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
6
6

基 ・
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
予
算
計
上
で

あ
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【事業目的】

10 款 1 項 2 目 目名称

（単位：千円）

令和３年度～令和３年度事  業  期  間

　歳入
　移転補償金：51,877千円

　歳出
　施設整備費：39,300千円
　基金積立金：12,577千円

12,57712,577

補 正 予 算 額
　財  源　  内  訳　

第五小学校付近国道拡幅に伴う移転補償金活用事業

３月補正

補正予算書

教育総務課

来 年 度 以 降

事  業  名

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費 地 方 債

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

【事業概要】

総 事 業 費 51,877（単年度事業）

第五小学校付近国道拡幅に伴う移転補償金から施設整備に要した経費を差し引いた
分について、教育文化振興基金に積み立てを行う。

科 目 事務局費

6.島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実

損失補償金内訳（単位：千円）

　歳入

所管課 内訳 予算 決算見込 補正額

契約管財課 移転補償　土地（154.68㎡） 0 2,277 2,277

教育総務課 移転補償　校舎、工作物等 39,300 49,600 10,300

39,300 51,877 12,577

　歳出

予算 決算見込 補正額

39,300 39,300 0

0 12,577 12,577

39,300 51,877 12,577

内訳

教育文化振興基金積立金

合計

合計

施設整備費予算（第五小学校国道拡張に伴う改修工事等）
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【事業目的】

【事業概要】

10 款 2・3 項 3 目 目名称

【設計・工事】
　三会小学校
　第三中学校

教育総務課

来 年 度 以 降

平成28年度～事  業  期  間

【設計・工事】
　　第一・三・四、大三東小学校
　　有明中学校

小・中学校降灰防除事業（エアコン更新）

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

【設計・工事】
　　高野小学校
　　湯江小学校
　　第一中学校

総 事 業 費（複数年度事業）

　近年の猛暑により児童生徒が健康被害を被る怖れが高まっており、熱中症対策を目的に設置後
２７年以上経過して老朽化している既存空調設備を更新します。
　老朽化により複数台数が同時に壊れる事態が増加傾向にあり、教室にある２台とも使用できない
ケースも多くなっています。また、機材が古く、交換用部品がないことから、修理も出来ません。単
独事業で今後故障が見込まれる多くの台数を整備するよりも、国庫補助制度を活用しながら、集
中的に設備の更新を進めたい、令和４年度では下記のとおり小中学校５校の設備を更新します。
（令和５年度は２校）

科 目 学校整備費

６．島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

1億4,492万6 8,090万0

地 方 債

29万0

３月補正

補正予算書

事    業    名
【継続】

（単位：千円）

2億2,611万6

当 初 予 算 額
財 　 源　  内 　 訳　

第一小学校 第三小学校 第四小学校 大三東小学校 有明中学校
設置台数 32台 30台 49台 45台 66台
技術員報酬 406,800円
技術員社会保険料 68,860円
設計委託料 1,786,400円 1,544,400円 2,396,600円 2,272,600円 2,950,000円
工事請負費 31,935,000円 26,287,000円 47,740,000円 44,038,000円 63,500,000円

合計 66,926千円
補助率 2/3
補助額 39,381千円

172,150円
1,017,000円

159,190千円

105,545千円
2/3
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6 - 1  

（参考） 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に 

代理させる規則（抜粋） 

（教育長に対する委任事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する教育事務

を教育長に委任する。 

(１)から(10)まで 略 

(11) 教育予算その他議会の議決を経るべき議案の作成について意見

を申し出ること 

(12)から(16)まで 略

第３条 略 

（臨時措置） 

第４条 教育長は、前２条に定める事項について特に緊急やむを得ない 

事情が生じた場合に限りこれを臨時に代理することができる。 

２ 前項の規定により教育長が臨時に代理したときは、直近の委員会に 

報告し、承認を受けなければならない。 
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第１３号議案 

臨時代理の承認について 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理

させる規則（昭和３１年島原市教育委員会規則第６号）第４条第１項の

規定により、別冊のとおり教育委員会の権限事務を臨時に代理したので、

同条第２項の規定により報告し、承認を求める。 

令和４年２月２２日提出 

島原市教育委員会 

教育長 森本 和孝 

１．臨時代理の理由 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に 

代理させる規則第２条第１１号の議会の議決を経るべき議案の作成に

意見を申し出ることについて、緊急を要し、かつ、教育委員会の会議

を招集する時間的余裕がなかったため。 

２．臨時代理の内容 

 令和４年度島原市一般会計当初予算（教育委員会関係費） 

３．臨時代理年月日 

令和４年２月１８日 
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臨 時 代 理 書 

島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理 

させる規則第２条第１１号の議会の議決を経るべき議案の作成に意見を

申し出ることについて、緊急を要し、かつ、教育委員会の会議を招集す

る時間的余裕がないので、同規則第４条第１項の規定により臨時に代理

する。 

令和４年２月１８日 

島原市教育委員会 

教育長 森本 和孝 

１．臨時代理の内容 

 別冊のとおり 
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第１４号議案

令和３年度稽古館奨励賞の交付について

令和３年度稽古館奨励賞を別紙の者に交付することについて、承認を

求める。 

令和４年２月２２日 提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由

令和３年度稽古館奨励賞実施要項第２項第４号の規定に基づき、稽

古館奨励賞を交付しようとするものである。 
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学 校 名 学年 氏 名 性別 文 化 ・ 生 徒 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 等

第一小学校 ６年 本田
ほ ん だ

　羽
う
音
た 〇５～６年　計画委員、ピアノコンクール受賞多数

〇１～５年　子ども県展入選

第二小学校 ６年 髙田
た か た

　裕希
ゆ う き 〇朝のボランティア清掃に積極的に参加。

〇学習態度、生活態度がクラスの手本となっている。

第三小学校 ６年 姫野
ひ め の

　凛
りん

〇集会委員会の副委員長として、主体的な活動が光り、司会等も堂々
とした態度で取り組んでいる。その態度、活動の様子は全校児童から
の信頼が厚い。

第四小学校 ６年 副島
そえじま

　充
み
結
ゆ

〇青少年読書感想文コンクール優秀賞。

第五小学校 ６年 本村
もとむら

　誠
せい

真
ま 〇朝のボランティア活動に率先して取り組み、１日も休むことなく１

年間継続した。

三会小学校 ６年 森
もり

　絢
あや

音
ね 〇学習だけでなく、係や委員会などもまじめに取り組み、何事もこつ

こつとやり遂げることができる。

大三東小学校 ６年 江川
え が わ

　優
ゆう

菜
な

〇西日本読書感想画入選、１・３・４・５年時皆勤賞、企画委員会。
〇大三東女子バレーボール部キャプテン。

高野小学校 ６年 本田
ほ ん だ

　彗
すい

恋
れん

〇健康委員会では、責任を持って当番活動を行い、話し合い活動では
中心になり活動した。
〇集団登校班や縦割り班では、下学年に優しく接し信頼されている。

湯江小学校 ６年 才藤
さいとう

　汐
せ
莉
り 〇有明町青少年の主張大会出場。子ども県展絵画の部、特選。

令和３年度　稽古館奨励賞候補者一覧 別 紙
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学 校 名 学年 氏 名 性別 文 化 ・ 生 徒 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 等

１年 大嶋
おおしま

　知希
と も き 〇生徒会企画委員。ソフトテニス部所属。合唱コンクール指揮者賞。

２年 一瀬
いちのせ

　直輝
な お き

〇令和３年度生徒会企画委員。令和４年度生徒会長。

３年 隈部
く ま べ

　しいな
〇生徒会書記。
〇英語検定：準２級。漢字検定：準２級。

１年 中川
なかがわ

　創介
そうすけ

〇令和４年度生徒会文化部委員長。
〇漢字検定：４級。

２年
佐々木
さ さ き

　えり夏
か

〇令和３年度生徒会会計。令和４年度生徒書記。
〇英語検定：４級。漢字検定：４級。

３年 森本
もりもと

　悠
ゆう

生
せい

〇令和３年度生徒会給食部委員長。

１年 木下
きのした

　美
み
礼
れい 〇２学期総務。選挙管理委員。

２年 本村
もとむら

　奏
かな

心
み 〇生徒会生活部長。部活動副キャプテン。

〇合唱コンクール伴奏者。漢字検定：２級。
〇書道：毛筆１０段、硬筆８段（長崎書道会）

３年 池松
いけまつ

　あすと

〇校内弁論大会３年代表、２年時に総務。選挙管理委員及び３年アル
バム委員、全教科意欲的に取り組む。

１年 加藤
か と う

　涼
すず 〇令和４年度生徒会保体副委員長。

２年 林田
はやしだ

　麻
ま
佑
ゆ

〇令和３年度生徒会生活副委員長。令和４年度生徒会書記。
〇吹奏楽部　部長。

３年 森川
もりかわ

　陸
りく 〇第７１回社会を明るくする運動作文コンテスト最優秀賞。

１年 坂口
さかぐち

　心美
こ こ み 〇有明地区青少年意見発表会出場。

２年 本多
ほ ん だ

　未
み
乙
お 〇生徒会文化部専門委員長。

〇有明地区青少年意見発表会出場。

３年 𠮷田
よ し だ

　朱里
あ か り 〇生徒会副会長。女子ソフトテニス部主将。

有明中学校

第一中学校

第二中学校

第三中学校

三会中学校
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（参考） 令和３年度 稽古館奨励賞実施要項

島原市教育委員会学校教育課

１ 稽古館奨励賞の創設理由

 現在、島原市の児童生徒において、文化情操面（徳）については、北村西望教育美術展が体育・

運動面（体）については、有馬スポーツ賞があり、それぞれの分野で顕著な功績があった児童生徒

については、これまで、長く表彰してきた。

 今回、学術面（学）における市独自の賞 稽古館奨励賞を創設することにより、より知・徳・体

の調和のとれた本市の児童生徒を育成する。

２ 交付

（１）対 象 各学校・対象学年１名  

小学校 ６年 ９名 中学校 １・２・３年 各５名 計 ２４名 

（２）期 日 ３月中旬以降 

（３）交付基準

学術面（学力・文化活動・生徒会活動・ボランティア等）において優秀な児童生徒に交付

する。 

① 学力面は、

○各学校の校内における下記教科の学習状況について、優秀な児童生徒上位３～５名程度を

推薦候補とする

小学校 ６ 年 … 国・社・算・理（４教科） 

中学校 １～３年 … 国・社・数・理・英（５教科） 

○評価期間 令和３年度４月～令和３年１２月

○評価基準 各学校における学年統一したテスト結果の平均など

② 文化活動・生徒会活動・ボランティア等、各分野において優秀な実績をもつ児童生徒を推

薦する。

（例）感想文、弁論、皆勤賞、社会体育・部活動（有馬スポーツ賞除く） など 

①の上位３～５名程度の中で、文化活動等の分野において優秀な実績があれば、備考に記入

する。

基準：感想文、弁論などは、県レベルのコンクール等で入選している。 

①と②の結果を加味して、５名以内の児童生徒を推薦する。

なお、該当児童生徒において、生徒指導上等の問題がある場合は対象から除外する。

（４）各学校から、推薦を受け、定例教育委員会で決定する。

（５）日程

２月４日（金） 推薦締切 各学校⇒市教委 

２月４日～２月１８日 稽古館奨励賞検討（教育委員会事務局） 

２月１８日（金） ３月定例教育委員会 決定 

３月１０日（木） 各学校へ決定通知 

３ 備考 

（１） 表彰：学校表彰

（２） 公表：３月１１日（金）以降
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令和４年２月２２日 定例会 

 

 



［２月］ （教育総務課）

日 曜日 報　　告　　事　　項

1 火 ２月定例教育委員会 13:30 有明庁舎第一会議室 教育委員、教育長、次長、各課長

3 木 財務監査（定期監査）及び行政監査に伴う実地監査 13:30 書面実施 各課長

3 木 施政方針検討会 13:30 本庁庁議室 教育長、次長

3 木 第4回長崎県都市教育長協議会 14:00 オンライン開催 教育長

4 金 教育総務課会計年度任用職員面接 13:00 本庁２Ｂ会議室 課長

7 月 教育総務課会計年度任用職員面接（三会有明） 13:00 有明庁舎待機室 課長

7 月 施政方針検討会 9:00 本庁庁議室 教育長、次長

8 火 採用試験１次判定会議 13:00 本庁庁議室 教育長

15 火 森みずき前教育委員教育功労者表彰伝達式 13:00 教育長室 教育長、各課長

15 火 時代に合った地域コミュニティづくりに関する研修会 13:30 本庁２Ａ会議室 次長、各課長

16 水 人事評価ヒアリング 11:00 教育長室 教育長、次長、各課長

20 日 長崎県知事選挙

22 火 ３月定例教育委員会 13:30 有明庁舎第一会議室 教育委員、教育長、次長、各課長

22 火 定期監査及び行政監査に関する講評 13:30 本庁２Ａ会議室 班長（代理出席）

25 金 ３月市議会定例会　一般質問通告期限 13:00

26 土 採用試験２次面接 終日 本庁２Ａ会議室 教育長

28 月 三会地区学校林再入札（公売）

【中止等となった行事】

第4回長崎県都市教育長協議会（２日目視察研修等）

教育委員会　３月定例会　報告事項

内　容　並　び　に　参　考　事　項



［２月］ （学校教育課）

日 曜日 報　　告　　事　　項

1 火 市犯罪被害者等支援計画の作成に係る検討会 10:00 本庁舎 牟田

2 水 海苔の受領 10:30 丸政水産 長岡

3 木 定期監査実地監査 13:50 本庁舎 課長、塩田

7 月 定例校長会 9:30 杉谷公民館 教育長、課長、長岡、牟田、松尾、小鉢

7 月 C4th管理者向け説明会 13:00 杉谷公民館 松尾、小鉢

8 火 会計年度任用職員面接（再任用） 9:15 有明庁舎 課長、長岡、牟田、松尾、小鉢

9 水 県教委打合せ 9:30 有明庁舎 長岡、牟田

9 水 消防職員意見発表会 10:00 消防本部 課長

10 木 成長発育健診事業第６回打合せ（オンライン） 19:00 島原市医師会館 林田

14 月 メンタルヘルスセミナー 13:00 本庁舎 塩田

14 月
長崎県発達障害児等教育支援連絡協議会
（オンライン）

13:30 有明庁舎 松尾

15 火 市中体連来庁 9:00 有明庁舎 教育長、課長、牟田、小鉢

15 火 時代に合った地域コミュニティづくりに関する研修会 13:30 有明庁舎 課長

16 水 定例教頭会 10:30 有明公民館 課長、長岡、牟田、松尾、林田、小鉢

17 木 献立案作成会 10:00 有明学校給食センター 塩田

18 金
令和３年度初任者研修及び中堅教諭等資質
向上研修実施協議会（オンライン）

13:00 有明庁舎 林田

21 月 個別相談会 15:00 第一小学校 松尾

22 火 地区別教育長会（オンライン） 10:00 有明庁舎 教育長、課長、長岡、牟田

22 火 財務監査及び行政監査に関する講評 13:30 本庁舎 長岡

24 木 会計年度任用職員面接（新規採用） 8:30 有明庁舎 課長、牟田

24 木 GIGA年度更新作業に伴う業務引継 10:00 有明庁舎 林田

24 木 学校給食研修会 15:30 杉谷公民館 林田

28 月 教務主任会 14:00 杉谷公民館 林田、小鉢

教育委員会　３月定例会　報告事項
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【令和４年２月】 社会教育課

日 曜日 報告事項

1 火 朝のあいさつ運動 7:30 市内一円 課長以上、小山、森

2 水 社会教育課会計年度任用職員面接 9:30 有明公民館 課長、藤井、倉本、小山

8 火 第７２回梅林俳句会 中止

8 火 第2回埋蔵文化財担当職員等講習会オンライン研修 9:00 大津、吉岡、山下

9 水 国民文化祭に関する市町担当課長会議オンライン会議 10:30 課長

9 木 第2回埋蔵文化財担当職員等講習会オンライン研修 9:00 大津、吉岡、山下

14 月 長崎県下全域の「まん延防止等重点措置」延長 現時点では３月６日まで

17 木 文化財保存活用地域計画研修会オンライン研修 9:00 大津、吉岡

18 金 文化財保存活用地域計画研修会オンライン研修 9:00 大津、吉岡

県社会教育委員連絡協議会理事会オンライン会議 14:00 藤井

県社会教育主事等連絡協議会理事会オンライン会議 16:00 課長

24 木 図書館協議会 14:00 島原図書館 課長、藤井、林田

各地区公民館運営委員会（各７地区） 書面開催

※

10 木 天神講「書写展示会」表彰式 杉谷公民館 延期（延期日検討中）

有明公民館まつり「ふれあい美術展」 有明総合文化会館 中止

18 金 市Ｐ連常任委員会 中止

火

1２～1３
（土～日）

島原市教育委員会　　３月定例会報告事項
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各地区にて高齢者学級０回「中止７回」（担当：野口）・女性学級０回「中止９回」（担当：松本）

【付記事項】
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（スポーツ課）

日 曜日 報 告 事 項

1 火
トンガ沖海底火山大規模噴火災害義援金募金箱
設置セレモニー

10:00 本庁西側玄関
教育長、次長、課長、
中島班長、土本主事

1 火
島原市スポーツ少年団指導者研修会（オンライ
ン）

19:30
杉谷公民館大ホー

ル 課長、林田班長

14 月 Ｖ・ファーレン長崎自治体連携会議（オンライン）13:00 有明庁舎第一会議室 土本主事

16 水
長崎県スポーツ協会第３回生涯スポーツ委員会
（オンライン）

13:30 有明庁舎第二会議室 課長

16 水 県民体育大会第３回実行委員会（オンライン） 15:00 有明庁舎第二会議室 課長

17 木
長崎県スポーツ少年団指導者協議会・事務担当
者会

9:30 有明庁舎第二会議室 林田班長

17 木
総合型地域スポーツクラブ創設（野島氏）に伴
う市長報告

11:00 本庁庁議室 市長、課長

18 金 島原市スポーツ推進委員協議会第２回評議員会 18:30
有明公民館
講義室

林田班長

【中止になった行事】

12 土
宝くじスポーツフェア「ドリーム・サッカー」（～
13日まで）

市営陸上競技場

20 日 第45回島原市民親睦バドミントン大会
復興アリー

ナ

27 日 第52回島原市民親睦卓球大会
復興アリー

ナ

【延期になった行事】

教育委員会　3月定例会　報告事項

［2月］
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令和４年 ３月行事予定表 令和４年２月２２日現在

太字ｺﾞｼｯｸ 教育委員出席予定
  ◎    教育長出席
  ○    教育次長出席
  △    関係課長出席

日 曜 教 育 総 務 課 学 校 教 育 課 社 会 教 育 課 ス ポ ー ツ 課

１ 火
３月市議会定例会開会(予定) 10:00 本庁議場 ◎○
答弁書検討会(予定) 午後 本庁 ◎○△

2 水 答弁書検討会(予備日) 未定 本庁 ◎○△ 定例校長会　9:30　杉谷公民館 ◎△

3 木 一般質問（予定） 10:00 本庁舎議場 ◎○△

4 金 一般質問（予定） 10:00 本庁舎議場 ◎○△ 市中体連理事会　14:20　オンライン　△

5 土

6 日

7 月 一般質問（予定） 10:00 本庁舎議場 ◎○△

8 火 一般質問（予定） 10:00 本庁舎議場 ◎○△
少年センター幹事会　１８：３０　森岳公民館　△
第19回古文書調査事業 13:30 島原図書館(8-10日)
△

9 水 総務委員会（予定）10:00 本庁委員会室 ◎○△ 定例教頭会　10:30　杉谷公民館　△

10 木

11 金
教育厚生委員会（予定） 10:00 本庁委員会室 ◎○
△

12 土

13 日

14 月

15 火 中学校卒業式　9:30　◎○△

16 水
予算審査特別委員会（予定） 10:00 本庁委員会室
◎○△

17 木 小学校卒業式　9:30　◎○△

18 金

19 土

20 日 子ども狂言「おさらい会」　島原文化会館　◎△

21 月 春分の日

22 火

23 水 ３月議会最終日・表決 10:00 本庁議場 ◎○△

24 木 小中学校修了式

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木 退職者辞令交付式　11:30　３階大会議室◎○△
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